
【２ 教育ファームに係る取組効果】

（1）学校における教育ファームに係る取組効果

－15－

◆ 教育ファームに取り組むことで、どのような効果が期待されるのか

教育ファームに該当する農林漁業体験活動は、該当しない活動より高い教育効果を

上げている。

①小学校における取り組みの効果

○農林漁業体験活動による子どもたちへの教育効果

以下の9項目の問いに対する各小学校の回答につき、それぞれ（ア）かなり増えた=2ポイント、（イ）やや増えた=1ポイント、
(ウ)変わらない及び(エ)=0ポイントを付した合計ポイントの平均

①学習に対して意欲を持って取り組む子どもたちが増えた
②体験により、問題に対して総合的に考え解決する子どもたちが増えた。
③お互いに協力して物事に取り組む子どもたちが増えた。
④物事に集中して対処できる子どもたちが増えた。
⑤相手の話をよく聞き、相手の立場を考えるなどコミュニケーションを取ることができる子どもたちが増えた。
⑥「食」に対する感謝の念や大切さを理解できる子どもたちが増えた。
⑦「いのち」に対して関心を持つ子どもたちが増えた。
⑧「環境」に対して関心をもつ子どもたちが増えた。
⑨「地域」に対して関心をもつ子どもたちが増えた。

教育ファーム実施校 ９．１ポイント
教育ファーム非実施校 ７．７ポイント

農林漁業体験活動実施校全体 ８．５ポイント
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子どもたちに対する各効果項目における回答比率 （複数回答） ※ ％

教育ファームに該当する農林漁業体験活動の効果は、「食」の大切さへの理解や、学習意欲の向上といった点で

は効果の質の高さが見られ、コミュニケーション力の向上といった点では、効果発現の広さが特徴として見られる。

－16－

○教育ファームに該当するか否かによる効果発現の違い

※学校アンケート結果により



多くの学校では、農林漁業体験活動において、地域の智慧や資源を素材として活用しており、教育ファームに該

当する活動を実施している学校においてはその割合は特に高くなる。

○地域資源等の活用状況

－17－

※教育ファーム該当の判断については、取組内容に関する質問への回答結果を

農政局において教育ファームの定義と照合の上分類。

※学校アンケート結果により

＜データ＞

1%828%15371%386547教育ファームに該当しない取組

0%36%4994%764816教育ファームに該当する取組

1%1115%20284%1,1501,363合 計

比率比率比率

無回答活用していない地域資源を活用している
農林漁業体験活動に取り組む小学校



1%412%451%586%333386教育ファームに該当しない取組

0%37%550%392%702764教育ファームに該当する取組

1%79%1001%890%1,0351,150合 計

比率比率比率比率

わからない高くなっていない高くなっている
無回答

子どもたちの学習に対する関心について

地域資源等を活用

している小学校

○地域資源等の活用効果

ほとんどの学校が、こうした素材の活用が、子どもたちの学習に対する関心を高めていると回答している。

－18－

※学校アンケート結果により

＜データ＞

※教育ファーム該当の判断については、取組内容に関する質問への回答結果を

農政局において教育ファームの定義と照合の上分類。
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地域の知恵や資源を素材として活用している学校においては、農林漁業体験活動を他教科と関連付けている

場合がほとんどである。

○地域資源等活用校における他教科との関連付実施状況

－19－

＜データ＞

※学校アンケート結果により

※教育ファーム該当の判断については、取組内容に関する質問への回答結果を

農政局において教育ファームの定義と照合の上分類。

4%1722%8374%286386教育ファームに該当しない取組

2%1516%11982%630764教育ファームに該当する取組

3%3218%20280%9161150合 計

比率比率比率

無回答関連付けていない他教科に関連付けている
地域資源等を活用している小学校
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○農林漁業体験活動が関連付けられている教科の種類数 （各校平均 ※）

関連付けている教科の種類数は教育ファーム実施校の方がやや多い。

－20－

教育ファーム実施校 ２．７

教育ファーム非実施校 ２．３

関連付を行なっている学校全体 ２．６
※関連付を行なっている学校に限定して計算

86

38

48

生活

30137406143115257290161432028429484270916農林漁業体験
活動取組学校
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※学校アンケート結果により

＜データ＞

農林漁業体験活動に取り組む学校の多くで、学校に対する取組の効果がみられる。

○農林漁業体験活動による学校への効果
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＜データ＞

※学校アンケート結果により
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教育ファームに該当
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その他の効果
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先生の理解が深まり学
習や生活の指導の参考
になった

体験活動以外の取組
での先生間の連携が
図られるようになった

学校全体の食育推進の
取組が充実した

先生の意欲の向上が見
られた

農林漁業体験活動による学校への効果（複数回答）

農 林 漁 業 体 験 活 動 に

取 り 組 ん で い る 小 学 校

○農林漁業体験活動に係る効果の内容（複数回答）

教育ファームに該当する取組の場合は、そうでない場合に比べて、学校全体の食育推進の充実を中心とし

て、殆んどの項目において効果の発現割合が高くなっている。

－21－
※学校アンケート結果により

＜データ＞

※教育ファーム該当の判断については、取組内容に

関する質問への回答結果を農政局において教育

ファームの定義と照合の上分類。

教育ファームに該当する取組の場合は、そうでない場合に比べて、学校全体の食育推進の充実を中心とし

て、殆んどの項目において効果の発現割合が高くなっている。



2％1910％1101％1487％9391,082全 体

2％157％551％790％666743教育ファームに該当する場合

1％416％552％781％273339教育ファームに該当しない場合

比率比率比率比率

わからない深まっていない深まった
学 校 関 係 者 以 外 か ら

協 力 を 受 け て い る 小 学 校

無回答

協力による地域と学校の信頼関係について

○協力した取組における地域と学校の信頼関係

農林漁業体験活動において学校関係者以外から協力を受けている多くの学校では、取組により地域
との信頼関係が深まっている。

また、教育ファームに該当する取組を行っている学校では、そうでない取組の場合と比べ、より地域と

の信頼関係が深まったとの回答が多く、教育ファームに該当する取組を行うことが、地域との繋がりを
より深めると推察される。

－22－※学校アンケート結果により

※教育ファーム該当の判断については、取組内容に関する質問への回答結果を

農政局において教育ファームの定義と照合の上分類。

＜データ＞



－23－

②中学校における取組の効果

以下の9項目の問いに対する各小学校の回答につき、それぞれ（ア）かなり増えた=2ポイント、（イ）やや増えた=1ポイント、
(ウ)変わらない及び(エ)=0ポイントを付した合計ポイントの平均

①学習に対して意欲を持って取り組む子どもたちが増えた
②体験により、問題に対して総合的に考え解決する子どもたちが増えた。
③お互いに協力して物事に取り組む子どもたちが増えた。
④物事に集中して対処できる子どもたちが増えた。
⑤相手の話をよく聞き、相手の立場を考えるなどコミュニケーションを取ることができる子どもたちが増えた。
⑥「食」に対する感謝の念や大切さを理解できる子どもたちが増えた。
⑦「いのち」に対して関心を持つ子どもたちが増えた。
⑧「環境」に対して関心をもつ子どもたちが増えた。
⑨「地域」に対して関心をもつ子どもたちが増えた。

教育ファームに該当する農林漁業体験活動は、該当しない活動より高い教育効果を上げている。

○農林漁業体験活動による子どもたちへの教育効果

教育ファーム実施校 ７．９ポイント
教育ファーム非実施校 ６．７ポイント

農林漁業体験活動実施校全体 ７．０ポイント
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－24－

○教育ファームに該当するか否かによる効果発現の違い

教育ファームに該当する農林漁業体験活動の効果は、「食」の大切さへの理解や、学習意欲の向上といった点で

は効果の質の高さが見られ、「地域」への関心やコミュニケーション力の向上といった点では、効果発現の広さが特
徴として見られる。

※学校アンケート結果により



多くの学校では、農林漁業体験活動において、地域の智慧や資源を素材として活用しており、教育ファーム

に該当する活動を実施している学校においてはその割合は特に高くなる。

○地域資源等の活用状況

－25－
※学校アンケート結果により

＜データ＞

※教育ファーム該当の判断については、取組内容に関する質問への回答結果を

農政局において教育ファームの定義と照合の上分類。

7%1631%7162%142229教育ファームに該当しない取組

5%513%1282%7693教育ファームに該当する取組

7%2126%8368%218322合 計

比率比率比率

無回答活用していない地域資源を活用している
農林漁業体験活動に取り組む中学校



0%020%281%279%112142
教 育 フ ァ ー ム に

該 当 し な い 取 組

0%012%90%088%6776
教 育 フ ァ ー ム に

該 当 す る 取 組

0%017%371%282%179218合 計

比率比率比率比率

わからない高くなっていない高くなっている

無回答

子どもたちの学習に対する関心について地 域 資 源 等 を

活 用 し て い る 中 学 校

○地域資源等の活用効果

ほとんどの学校が、こうした素材の活用が、子どもたちの学習に対する関心を高めていると回答している。

－26－
※学校アンケート結果により

＜データ＞

※教育ファーム該当の判断については、取組内容に関する質問への回答結果を

農政局において教育ファームの定義と照合の上分類。



地域の知恵や資源を素材として活用している学校においては、農林漁業体験活動を他教科と関連付けている

場合が多い。

○地域資源等活用校における他教科との関連付実施状況

－27－
※学校アンケート結果により

＜データ＞

6%834%4861%86142教育ファームに該当しない取組

1%125%1974%5676教育ファームに該当する取組

4%931%6765%142218合 計

比率比率比率

無回答関連付けていない他教科に関連付けている
地域資源等を活用している中学校

※教育ファーム該当の判断については、取組内容に関する質問への回答結果を

農政局において教育ファームの定義と照合の上分類。



○農林漁業体験活動が関連付けられている教科の種類数 （各校平均 ※）

関連付けている教科の種類数は教育ファーム実施校の方が若干多い。

－28－

教育ファーム実施校 ２．１

教育ファーム非実施校 ２．０

関連付を行なっている学校全体 ２．１ ※関連付を行なっている学校に限定して計算
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動取組学校
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農林漁業体験活動を他の教
科に関連付けている中学校

※学校アンケート結果により

＜データ＞

農林漁業体験活動に取り組む学校の多くで、学校に対する取組の効果がみられる。

○農林漁業体験活動による学校への効果
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ん で い る中 学 校

＜データ＞

※学校アンケート結果により



28%

48%

21%

59%

7%

31%

57%

31%

72%

3%

27%

45%

17%

54%

8%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

取組学校全体

教育ファームに該当する取組

教育ファームに該当しない取組

先
生
の
意
欲
の
向

上
が
見
ら
れ
た

学
校
全
体
の

食
育

推
進
の
取
組

が
充

実
し
た

体

験
活
動
以
外
の
取

組

で
の
先
生
間
の
連

携

が
図
ら
れ
る
よ
う

に

な

っ
た

そ
の
他
の
効

果

子
ど
も
の
個
性
に

対
す
る
先
生
の
理

解
が
深
ま
り
学
習

や
指
導
の
参
考
に

な

っ
た

7％2159％19121％6948％15528％90322全 体

3％372％6731％2957％5331％2993
教育ファームに該当
する場合

8％1854％12417％4045％10227％61229
教育ファームに該当
しない場合

比率比率比率比率比率

その他の効果

子どもの個性に対する
先生の理解が深まり学
習や生活の指導の参考
になった

体験活動以外の取組
での先生間の連携が
図られるようになった

学校全体の食育推進の
取組が充実した

先生の意欲の向上が見
られた

農林漁業体験活動による学校への効果（複数回答）

農 林 漁 業 体 験 に よ る 効 果

が あ る と 回 答 し た 中 学 校

○農林漁業体験活動に係る効果の内容（複数回答）

教育ファームに該当する取組の場合は、そうでない場合に比べて、学校全体の食育推進の充実などの質の

面での効果に加え、学校内での先生間の連携促進や子どもの個性への理解をより深めるなど、学校活動の
充実に繋がる効果が見られる。

－29－
※学校アンケート結果により

＜データ＞

※教育ファーム該当の判断については、取組内容に

関する質問への回答結果を農政局において教育

ファームの定義と照合の上分類。



2％419％401％278％167213全 体

1％111％90％087％6979教育ファームに該当する場合

2％323％311％273％98134教育ファームに該当しない場合

比率比率比率比率

わからない深まっていない深まった
学 校 関 係 者 以 外 か ら

協 力 を 受 け て い る 中 学 校

無回答

協力による地域と学校の信頼関係について

農林漁業体験活動において学校関係者以外から協力を受けている多くの学校では、小学校に比べ低

いものの多くが取組による地域との信頼関係が深まったとしている。

○協力した取組における地域と学校の信頼関係

－30－

また、教育ファームに該当する取組を行っている学校では、そうでない取組の場合と比べ、より地域との

信頼関係が深まったとの回答が多く、教育ファームに該当する取組を行うことが、地域との繋がりをより深
めると推察される。

※学校アンケート結果により

※教育ファーム該当の判断については、取組内容に関する質問への回答結果を

農政局において教育ファームの定義と照合の上分類。

＜データ＞

73%

1%

23%

2%

87%

0%

11%

1%

78%

1%

19%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教育ファームに

該当しない取組

教育ファームに

該当する取組

地域資源を活用

している学校

高くなっている

高くなっていない

わからない

無回答



93%

3% 3%

86% 9% 5%

91%

5% 4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教育ファームに
該当しない取組

教育ファームに

該 当 する取組

取 組 生 産 者
全 体

取組による効果がある

特に効果がない

分からない・無回答

（2）生産者・食品事業者における教育ファームに係る取組効果

－31－

①生産者における取組の効果

3%23%293%5458
教 育 フ ァ ー ム に 該 当

し な い 取 組

5%19%286%1922
教 育 フ ァ ー ム に 該 当

す る 取 組

4%35%491%7380取 組 生 産 者 全 体

比率比率比率

わからない

・

無回答

特に効果はない取組による

効果がある

農 林 漁 業 体 験 活 動 に

取 り 組 ん で い る 生 産 者

○生産者における取組効果

農林漁業体験活動に取り組む生産者の多くは、取組により生産者自身に及ぼす効果があると回答し
ている。

※ 農林水産情報交流モニター（農業者・漁業者モニター）アンケート結果より

＜データ＞

※教育ファーム該当の判断については、取組内容に関する質問への回答結果を

農政局において教育ファームの定義と照合の上分類。



－32－

10%612%728%1619%1166%3831%1824%1447%2758
教育ファームに
該当しない取組

0%018%445%1036%877%1745%1036%850%1122
教育ファームに
該当する取組

8%614%1133%2624%1969%5535%2828%2248%3880取組生産者全体

比率比率比率比率比率比率比率比率

その他

家族の協力
により家族
間の絆が深
まった

コミュニケー
ション能力が
高まった

消費者の考
えが以前に
比べわかる
ようになった

より多くの人と
の繋がりがで
きた

農作物等に対
して、より一層
の研究心が芽
生えた

農林漁業に対
し、より一層の
意欲が出てき
た

農林漁業に
携わっている
という誇りが
高まった

農林漁業体験活動による効果 （複数回答）

農林漁業体験活動に

取り組んでいる生産者

教育ファームに該当する取組は、そうでない取組と比べてより多くの効果の発現がみられる。

○項目別の効果発現比率（複数回答）
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に
対

し

、
よ

り
一

層

の
意

欲

が
出

て

き

た

農

作

物

等

に
対

し

て

、
よ

り
一

層

の
研

究

心

が

芽

生

え

た

よ

り
多

く

の
人

と

の
繋

が
り

が

で
き

た

消

費

者

の
考

え

が
以

前

に
比

べ

わ

か
る

よ

う

に

な

っ
た

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
能

力

が

高

ま

っ
た

家

族

の
協

力

に

よ

り
家

族

間

の

絆

が
深

ま

っ
た

そ

の
他

取組生産者全体

教育ファームに該当する取組

教育ファームに該当しない取組

※ 農林水産情報交流モニター（農業者・漁業者モニター）アンケート結果より

＜データ＞

※教育ファーム該当の判断については、取組内容に関する質問への回答結果を

農政局において教育ファームの定義と照合の上分類。



9%512%779%4658
教 育 フ ァ ー ム に 該 当

し な い 取 組

9%29%282%1822
教 育 フ ァ ー ム に 該 当

す る 取 組

9%711%980%6480取 組 生 産 者 全 体

比率比率比率

わからない

・

無回答

特に効果はない取組による

効果がある

農 林 漁 業 体 験 活 動 に

取 り 組 ん で い る 生 産 者

○地域における取組効果

農林漁業体験活動に取り組む生産者の多くは、取組により地域（集落）にとっての効果があると回答して

いる。

－33－

79% 12% 9%

82% 9% 9%

80% 11% 9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教育ファームに
該当しない取組

教育ファームに
該 当 する取組

取 組 生 産 者
全 体

取組による効果がある

特に効果がない

分からない・無回答

※教育ファーム該当の判断については、取組内容に関する質問への回答結果を

農政局において教育ファームの定義と照合の上分類。

※ 農林水産情報交流モニター（農業者・漁業者モニター）アンケート結果より

＜データ＞



教育ファームに該当する取組は、そうでない取組と比べて、すべての項目において効果の発現が高い。

○項目別の効果発現比率（複数回答）

7%414%814%840%2335%2016%958
教育ファームに該当
しない取組

0%046%1023%555%1246%1032%722
教育ファームに該当
する取組

5%423%1816%1344%3538%3020%1680取組生産者全体

比率比率比率比率比率比率

その他農地の保全に繋
がった

地域（集落）内に
おいて、まちづく
りの気運が高
まった

体験活動以外の
面で地域と（集落）
学校との協力関係
が深まった

活動をきっかけと
して、都市部との
人や団体等との
交流が増えた

地域（集落）全体
の活気がました

農林漁業体験活動による効果 （複数回答）

農 林 漁 業 体 験 活 動 に

取 り 組 ん で い る 生 産 者

－34－
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以
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面

で
地
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・
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と
学
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と
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が
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ま
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た

地

域

・
集

落

内

に
お

い
て

、
ま

ち

づ
く

り

の
気

運

が
高

ま

っ
た

農

地

の
保

全

に

繋

が

っ
た

そ

の
他

取組生産者全体

教育ファームに該当する取組

教育ファームに該当しない取組

※ 農林水産情報交流モニター（農業者・漁業者モニター）アンケート結果より

＜データ＞



89% 11%

100%

0%

92% 8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教育ファームに

該当しない取組

教育ファームに

該 当 する取組

取組食品事業者
全 体

取組による効果がある

特に効果がない

0%011%289%1719教育ファームに該当しない取組

0%00%0100%77教育ファームに該当する取組

0%08%292%2426取組食品事業者全体

比率比率比率

わからない・無回答特に効果はない取組による効果がある農林漁業体験活動に取り組ん

でいる食品事業者

②食品事業者における取組の効果

○食品事業者における取組効果

農林漁業体験活動に取り組む食品事業者の多くは、取組により効果があると回答している。

－35－

＜データ＞

※ 農林水産情報交流モニター（流通加工業者モニター）アンケート結果より



5%147%926%516%332%637%747%919教育ファームに該当しない取組

0%057%443%343%343%357%443%37教育ファームに該当する取組

4%150%1331%823%635%942%1146%1226取組事業者全体

比率比率比率比率比率比率比率

その他

地域の一員とし
て地域との交流
が深まった

企業の認知度
のアップに繋
がった

他の団体等と
の連携による
人脈が広がっ
た

社員教育とし
ての効果が
あった

参加者の自社
製品に対する
理解が深まっ
た

企業のイメー
ジアップに繋
がった

農林漁業体験活動による効果 （複数回答）

農 林 漁 業 体 験 活 動 に 取

り 組 ん で い る 食 品 事 業 者

教育ファームに該当する取組は、そうでない取組と比べてより人脈の広がりや地域との交流など、地域との繋が

りが深まったという評価が高い。

○項目別の効果発現比率（複数回答）

－36－
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そ

の
他

取組食品事業者全体

教育ファームに該当する取組

教育ファームに該当しない取組

＜データ＞

※ 農林水産情報交流モニター（流通加工業者モニター）アンケート結果より

＜データ＞

※ 農林水産情報交流モニター（流通加工業者モニター）アンケート結果より



（3）消費者が期待する教育ファームに係る体験効果

－37－

7%4332%18644%26026%15020%11656%32842%24641%240586

比率比率比率比率比率比率比率比率

その他自然の中で汗
を流すことで、
健康に良いと
思うから

心の癒しやリフ
レッシュ効果が
あると思うから

地域の人々と
交流を深めた
いから

農山漁村地域
の活性化に繋
がると思うから

自分で育て、収
穫したものを食
べたいから

自然や環境に興
味があるから

農林漁業や農
作物等に興味
があるから

体験を希望する理由 （複数回答）

自らの農林漁
業体験を希望
する消費者

農林漁業体験への参加を希望する消費者の希望理由からは消費者が期待する体験効果として、「自分

で育て、収穫したものを食べたい」等の自分自身に係る理由だけでなく、地域の活性化や地域の人々との
交流など社会貢献的な理由も期待されていることがわかる。

○消費者の農林漁業体験の希望理由（複数回答）

＜データ＞

※ 農林水産情報交流モニター（消費者モニター）アンケート結果及び一般消費者を対象にしたアンケート結果より

＜データ＞

※ 農林水産情報交流モニター（消費者モニター）アンケート結果及び一般消費者を対象にしたアンケート結果より



－38－

子どもや孫の農林漁業体験を希望する消費者の希望理由は、「食」の大切さの学びや体験を通した様々

な知識の修得、自然との触れ合いや「人」としてのたくましさを身につけてほしいといった点を中心として、
多岐にわたっている。

○子どもや孫の農林漁業体験の希望理由（複数回答）

5%1432%8435%9238%9930%7984%21838%9973%19178%202260

比率比率比率比率比率比率比率比率比率

その他子どもが喜ぶ
と思うから

自然の中で汗
をながすことで、
健康に良いと

思うから

「人」としてたく
ましさを身につ
けてほしいから

コミュニケー
ション能力を
向上してほし

いから

「食べ物」の大
切さを学んで
ほしいから

情操教育とし
て効果がある
と思うから

自然に触れ合
う機会を増やし

たいから

体験を通して、
いろいろな知
識を得てほし

いから

子どもや孫に農林漁業体験をさせることで期待している効果等 （複数回答）

子どもや

孫 の 農
林 漁 業
体験を希
望する消
費者

※ 農林水産情報交流モニター（消費者モニター）アンケート結果及び一般消費者を対象にしたアンケート結果より

＜データ＞


